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　金融・経営一ମ型の効果的な支援を実施して
いくためには、保証୲当෦ॺと経営支援୲当෦
ॺとの間にηクγϣナリζϜや支援Ϛインυの
ࠩが発ੜしてはいけないとのߟえから、当協会
では特定の職員のみが関༩するのではなく、保
証୲当෦ॺ（ओ୲当）� 経営支援୲当෦ॺ（ଆ
໘支援）の全員ମ制、同一ϕクトルでの支援を
行うことができるମ制を取っている。また、経
営໘、金融໘の支援をγーϜϨスに実施し、支
援を必要としている中小企業者等の金融ԁ
化、࣋続的長を積ۃ的にαϙートしていくた
めに、保証審査Ϩϕルをʮਝ速ʯ、ʮ通常ʯ、ʮ目
རきʯの３スςーδに類した上で、目རきカ
ςΰリーに֘当する企業からの༩信相ஊ時には
໘ஊを実施し、資金の必要理༝や経営課題の確
認を行う等、༩信相ஊから経営改善へスϜーζ
にணखできるମ制をߏஙしている。
　経営支援の活動໘としては、当協会は長年に
わたり、日常的に中小企業者等との໘ஊを実施
してきた。ฏ 27 年 2 月からは前ड़の中小企
業者等経営支援強化促進補ॿ金を活用した専
Ոݣ事業にも積ۃ的に取り組んでいる。また、
ฏ 3� 年には信用保証協会๏の一෦改正によ
り、中小企業者等のライϑスςーδの各ہ໘で
信用保証協会が積ۃ的に関༩し、金融・経営の
྆໘からαϙートしていくことがٻめられるよ
うになったことにい、当協会でも経営支援業
務の見しを行った。ここでは経営支援業務の
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　新型コロナウイルス感染症（以下、ʮ新型コ
ロナʯという。）の感染拡大にい業が悪化
した中小企業・小ن事業者（以下、ʮ中小企
業者等ʯという。）への資金繰り支援が一し、
信用保証協会にٻめられる役ׂは、資金繰り支
援のϑΣーζから経営支援・再ੜ支援のϑΣー
ζへγϑトしている。当協会においても、国の
資金繰り支援策の一つである実࣭ແར子・ແ୲
保融資（以下、ʮθロθロ融資ʯという。）によ
る保証承の大෯な৳長の動で、令和３年
度の保証承ֹは 5�516 ඦສԁ（前年度ൺ˚
252�17 ඦສԁ）、保証承件は 615� 件（前
年度ൺ˚ 12166 件）と大きくݮগした。一方で、
経営支援施策の一つである中小企業者等経営
支援強化促進補ॿ金を活用した専Ոݣ事
業の令和３年度ར用企業は 71 企業と、令和
２年度の 3� 企業とൺֱして大きく増加してい
る。
　中小企業者等の一෦はコロナ禍の長期化によ
りച上回෮の見通しが立たͣ、θロθロ融資等
をؚむա債務を๊えている。
　こうした中小企業者等に対し、経営・金融໘
でいかに効果的な支援を行うことができるかが
信用保証協会・金融機関ڞ通の課題であると
思われる。私自、保証業務も経営支援業務
もまだまだ経ݧෆ足であるが、これまでの経ݧ
をجに、当協会の取り組みについてご紹介した
い。

経営ɾۚ༥支援の
τʔλϧコʔσΟωʔτ
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のఏڙやଞ支援機関へのڮしを行う。現ࡏの
当協会のϝインπールは専Ոݣ事業だが、
そのଞにも経営改善計画策定අ用補ॿ事業や経
営αϙート会議による金融ௐ等のπールをఏ
。しているڙ
ᶆ　ϑΥローアップ（̘）
　経営支援実施先に対してはϑΥローアップ໘
ஊを実施し、支援効果のݕ証や業況確認を行う。
ϑΥローアップを行う中で新たな経営課題がந
出されたࡍは、経営支援πールを再度ఏڙする
こともݕ౼する。
ᶇ　ܧ続支援（̖）
　新たに経営課題がந出された合や中小企業
者等からܧ続関༩の要があった合は、経営
支援πールのఏڙ等のܧ続支援を行う。

ϑローについて理した内容を紹介する。
ᶃ　Ծ説設定（̥）
　中小企業者等からの資金相ஊや件変ߋ相ஊ
時に、決算書等のࡒ務資料をもとにした定ྔ
ੳ、ա去の企業格や金融機関からの٬ސ情報
をもとにした定性ੳを行い、中小企業者等が
どのような経営課題を๊えているかについて、
Ծ説を設定する。
ᶄ　経営課題ந出（̥）
　金融໘、経営໘に課題が見受けられる中小企
業者等については໘ஊを実施。Ծ説のݕ証やځ
原因のώアリンάにより経営課題のந出を行ڥ
う。
ᶅ　経営支援πールのఏڙ（̙）
　ந出した経営課題に合わせて経営支援πール
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　上هの 1%$" αイクルで経営支援業務を
行っているが、初動෦のԾ説設定や経営課題
ந出がෆेだと経営支援πールや専Ոのϛ
スϚッチが起こりಘるため、ेな支援効果が
ಘられない。それを防͙ため、保証୲当෦ॺと

経営支援୲当෦ॺとで事前にଧち合わせを行う
ことも多く、合によっては課題ந出໘ஊをԿ
度か実施する等、ϛスϚッチをݮらすよう取り
組んでいる。
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設定しͮらいςーϚの合は、目ඪ以֎の
目ඪを設定し、進捗管理を行うこととしている。
中長期的な目ඪを見ਾえた期目ඪを設定する
ことで動性を高められるほか、ޭମݧを積
み重Ͷることで中小企業者等のやる気を引き出
すこともૂいの一つとなっている。

ʢ̎ʣ協会ɾ̗̠ಠࣗࢧԉ
　当協会では、専Ոݣ時には協会職員が必
ͣ同席することとしているが、ϝイン金融機関
についてもՄなݶり同席をお願いしている。
これは、前ड़のとおり経営໘・金融໘の支援を
γーϜϨスに実施していくためのମ制ͮくりの
一であり、ϝイン金融機関の期中άリップを
強化するためでもある。
　協会・̗̠ಠ自支援は期目ඪのୡをα
ϙートするという؍点で、それぞれのಘ意野
を活かしながら専Ոݣ事業とฒ行して取り
組んでいる。۩ମ的な事ྫでは、資金繰り表࡞
支援や原価管理表࡞支援等、関係資料
の࡞支援を行うέースや、ҿ৯業のϝχϡー
改定や٬ސアンέートの取りまとめ等、ऩ益改
善のαϙート支援を行うέースもあり、経営課
題やࢦಋςーϚに合わせたさまざまな支援を
行っている。協会職員、金融機関୲当者の動
性を高め、Ϟチϕーγϣンを向上させることも
目的の一つであり、厳ີな設定ج準は定めͣ、
期目ඪୡのためになることであれ自༝な
発で取り組むこととしている。（中小企業者
等のためになることであれ、どのようなこと
でも̤̠ʂ）

　保証審査を行い、目རきカςΰリーに֘当す
る先への໘ஊからの経営課題のந出だけでな
く、期目ඪの設定及び進捗管理と協会・̗̠
ಠ自支援の取り組み等、信用保証協会の職員が
支援のトータルコーσΟωートをすることとして
おり、それぞれの職員のෛ୲感は小さくはない。
しかし、中小企業者等の経営改善のために、金
融໘と経営໘の྆໘から支援ができることが信
用保証協会ならではの強みであり、そこにやり
がいを感じている職員も多い。最近では、専
Ոݣ事業等の経営支援πールをఏڙしていな

��ɽ՝ઃఆܕͷࢧԉ

　当協会では中小企業者等の経営課題に合わせ
た経営支援を実施しており、その中でも企業ご
とのݸผの課題に合わせて専Ոをݣするこ
とができる専Ոݣ事業が経営支援のϝイン
πールとなっていることは、ここまででおえ
したとおりである。
　当協会では専Ոݣ事業を活用した中小企
業者等に対してྫ年アンέートを実施してお
り、当協会の専Ոݣ事業にൺֱ的ྑなご
意見をいただいている。しかし、実ࡍのऩ益改
善に結びいている案件がまだগないことが課
題となっており、支援事ྫ等をੳした結果、
以下の事項が原因としてڍげられた。
˔　協会職員が専Ոݣ事業をコントロールで

きていないέースでは、専Ոは自のಘ意
野の話にऴ࢝してしまう向があること。

˔　支援を受けた中小企業者等は、支援を受け
ても実ࡍのアクγϣンまでࢸらない向が
あること。

˔　信用保証協会や金融機関は専Ոݣを実
施したことでຬ足し、実施企業のみに関
心を࣋つ向があること。

　上هのෛのスパイラルを解ফし、より実効性
の高い経営支援を行っていくためには、対と
なる中小企業者等及びすての関係機関（専
Ո、信用保証協会、金融機関、ଞ支援機関）の
動性を高める必要がある。このߟえの下、当
協会では経営支援のさらなる実効性向上をਤる
ため、令和２年度から専Ոݣ事業と合わせ
てʮ期目ඪ設定ʯ、ʮ協会・̗̠（金融機関）
ಠ自支援ʯを実施している。

ʢ̍ʣظඪઃఆ
　期目ඪについては、中小企業者等が๊えて
いる経営課題や専Ոݣ事業のࢦಋςーϚに
応じて、企業や金融機関、専Ոと相ஊして設
定する。企業や関係機関の動性を高めること
が目的の一つであるため、なるくڞ༗しやす
い定ྔ的な目ඪ（ച上高、原価、ฏ٬ۉ
単価等）をج本としているが、定ྔ的な目ඪを
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い先に対しても、協会ಠ自支援による事業計画
の策定支援やϏδωスϚッチンά支援、Ϛー
έットௐ査支援を行っており、ʮؠख県信用保
証協会の経営支援 � 専Ոݣ事業ʯでなく
なってきているのが現状である。職員それぞれ
が、中小企業者等のऩ益改善のためにԿができ
るのか、Կをするきかをߟえること。中小企
業者等との対話の中で、課題や期目ඪを設定、
。༗し、協会ಠ自支援で支援を行うことڞ
それが、当協会が現ࡏ取り組んでいる経営支援
である。
　令和３年度内に開催された中小企業ிのʮ
支援のࡏり方ݕ౼会ʯ報告書にもあるとおり、
経営ڥの変化がܹしい時代における中小企業
支援については、課題ʮ解決ʯ型から課題ʮ設定ʯ
型の支援の重要性が増すものとされている。
中小企業者等の経営課題はෳ合的であることが
多い。加えて、昨今の新型コロナ感染拡大のӨ
ࢀ事業へのنや新で、ϏδωスϞσルのసڹ
入等、ෳの課題に໘している先も多く、そ
の中でԿが最重要課題か、そのためにこれから
Կをするきかを経営者とڞ༗し、経営者自
のෲམちをಘられなけれ、私たちの経営支援
は意ຯのないものになってしまう。当協会では

ʮ経営者に前を向いてもらうことʯに再度立ち返
り、ʮ中小企業者等が自してこそ私たちの
支援であるʯということを職員に再認ࣝしても
らうよう、今年度の会議でप知している。信用
保証による金融ԁ化に加えて、ローカルϕン
チϚーク等を活用した課題設定や期目ඪ設定・
協会ಠ自支援による支援型の経営支援、そ
して経営者に対する心の支援により、中小企業
者等の࣋続的長をαϙートしていきたい。

��ɽܦӦɾۚ༥ࢧԉͷτʔλϧίʔσΟωʔτ
　　ʙඦ൬ʢͻΌ͘ΜʣΛҿΜͰΒ͍͍ͨʂʙ

　前置きがかなり長くなってしまったが、ここ
からは経営・金融支援のトータルコーσΟωー
トの事ྫ紹介として、令和３年度、令和４年度
と私が関༩している事ྫについてご紹介させて
いただきたい。

ʢ̍ʣ൬೫Ҫञࣜג会ࣾͱ͍͏ञଂ
にҐ置するڥ県との県ٶ、ख県の最ೆؠ　
一関市Ֆઘொの日本ञ業、൬೫Ҫञ᷂。
大正６年に地元ॅຽの出資により設立された
ञଂで、Ո経営が多い中小نのञଂの中
ではしく、一ではない地元༗ࢤが代々受
けܧいできた企業である。地元ॅຽからの出
資で設立されたという性格もあり、長年、地元
でのී通ञൢചがऩ益のபであったが、地元
ফඅの縮小により年々ച上高はݮগ向にあ
る。
　当社に対しては、ա年度から金融໘だけでな
く経営໘の支援も積ۃ的に実施してきた。ฏ
28 年度は専Ոݣ事業にてւ֎展開におけ
るઓུߏஙについて、またฏ 2� 年度も専
Ոݣ事業を活用し原価管理に関するࢦಋを実
施した。当社自の企業力もあり、中国での
ൢ࿏確立や一定程度の原価ݮ等の効果が出࢝
めている。また、金融支援においては、"#-
をಋ入しقઅ資金に対応していることや事業承
野に入れた経営者保証໔除を行う等の対ࢹをܧ
応を行っている。このように当社へは経営໘・
金融໘の྆໘から支援をܧ続し、関係性をߏங
してきた。
　事業承ܧというワーυが出たので、当社の後
を紹介ࢯ者である、専務取క役を務める佐藤ܧ
したい。佐藤専務は現ࡏ 36 であり、およそࡀ
９年前に 6 ターンで地元一関市に戻り、当社
へ入社してきた。当初は営業職で入社した佐藤
専務であったが、ञൢళへの営業を行う中で
価がまだまだ足りないことを実感。自らが
ञりにઓすることを決意し、Ѩ෦代表取క
役にञりにも携わりたいと申し出た。そんな
एखైࢯである佐藤専務が初めて開発した日本
ञがʮඦ൬ʯである。
　ʮඦ൬ʯは、創業からඦ年をܴえた൬೫Ҫञ
᷂が、次のඦ年も皆さまにѪされるおञをৢし
ていきたいといういをࠐめて໋໊された。ʮ地
元のञやถをった、地域にࠜࠩしたञりʯ
という社ੋにͮجき、ؠखの原材料にこだわり
を࣋って࡞られたであり、当社が現ࡏ特に
力を入れているである。

ಛू　ΟζίϩφɺΞϑλʔίϩφʹ͚ͨ信用保証協会ͷଟ༷ͳऔΓΈ
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　当社の経営課題のந出には、ローカルϕンチ
Ϛークγートの活用や "#$ ੳを実施し、定
性໘、定ྔ໘から総合的に課題ந出をするよう
めた。そして上هを課題として設定し、当協
会の専Ոݣ事業を活用しながら実行してい
く方向で当社と合意した。

ʢ̏ʣઐՈۀࣄݣͱ協会ɾ#,ಠࣗࢧԉͰ
　　 ऩӹվળΛ
　ここからは、当協会が専Ոݣ事業と合わ
せて取り組んでいる期目ඪ設定、協会・̗̠
ಠ自支援について紹介したい。
ᶃ　期目ඪ設定
　当社とڞ༗した課題に対して、今年度中に౸
ୡしたいラインに合わせて期目ඪを設定し
た。年度内の期目ඪはʮϒランυコンηプト
の設定ʯ。定ྔ的な目ඪではないが、ϒランσΟ
ンάを進める上での大事なスタートラインであ
り、じっくりと時間をかけて൬೫Ҫञ᷂やʮඦ
൬ʯを見つめすこととした。ϝイン金融機関

も専Ոݣ時はຖ回同席してもらい、当社、
専Ոだけでなく信用保証協会、金融機関も
σΟスカッγϣンにࢀ加し、コンηプト設定の
αϙートをしたことで、ϒランυコンηプトの
方向性を֓Ͷ定めることができた。
ᶄ　協会ಠ自支援
　ϒランυコンηプトをݕ౼する中で、佐藤専
務からʮ日本ञをීஈҿまないঁ性やए者にも
りたい࡞くָしんでもらえるようなおञを
が、ञൢళ経༝でΤンυϢーβーにಧくため
接ΤンυϢーβーのをௌくことはগないʯと
いう発言があった。それを受けて、ϒランυコ
ンηプト設定や開発の一ॿとするために、
൬೫Ҫञ᷂の日本ञ̓ฑのࢼҿ会及びア
ンέートௐ査を当協会で企画、実施した。Ϟχ
ターは当協会のঁ性起業Ո支援チーϜʻݺ
来（さっこら）ʼのϝンόーを中心としたঁ性
職員 11 ໊にݶ定（当協会には日本ञがきな
役職員が大勢いることから一ൠ的な意見をऩ
集するためにݶ定）し、ීஈ日本ञをҿまない

গしたことݮでҿ৯ళ向けのध要が大きくڹ
で、さらに業は悪化した。
　令和 2 年にϝイン金融機関を通じて金融支援
の要があったため、θロθロ融資による資金
繰り支援を実施。金融໘の支援に合わせて、経
営改善のためにԿかできることはないかと当
社との໘ஊを重Ͷ、経営課題や今後の方向性を
以下のとおり理した。

ʢ̎ʣࢧԉͷ͖͔͚ͬ
　令和 2 年１月、新型コロナの感染者が国内で
初めて確認され、その後ॠく間に感染が拡大し
た。世界的なফඅϚインυのམちࠐみにより経
済活動はऩ縮し、多くの中小企業者等がそのӨ
で受け続けている。൬೫Ҫञܗ進行ࡏを現ڹ
᷂のച上は地元向けのී通ञがϝインである
が、地元ফඅの縮小やए者のアルコール離れか
ら年々ച上高はݮগ向にあり、コロナ禍のӨ

① 百磐のブランディング

年々売上を伸ばしている百磐であるが、さらなる認知度
向上は必須。そのために、百磐はどのような日本酒なの
か、誰のための日本酒なのか等、ＳＴＰを整理し直す必
要がある。また、これまでの地元向け普通酒とは違う
マーケティングやプロモーションを検討することが必要。

② ブランドラインの整理
平成29年度の専門家派遣時にも指摘があった事項である
が、アイテム数が非常に多く、原価高の一因となってい
る可能性が高い。ブランドラインを整理し、アイテム数
の見直しも検討する必要あり。

ʲਤ̎ʳ൬೫Ҫञ᷂ͷ՝
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Credit Guarantee Corporation of Iwate百磐：橙「百磐でもアルコール感が弱め」
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37%
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飲みやすさ
（全体） ビターチョコ １票

まろやかで飲みやすいが、喉にくる強さが気になる／食べ物に合わせるより、これだけで楽しんだほうが美味しく感じ
た。／百番の赤、黄、橙の中で一番橙が飲みやすい。／一番「日本酒」という感じがした。ただ料理と合わせて飲むよ
り、ちびちびとお酒だけで飲むほうが美味しいと思う。／甘い印象が強い。比較的飲みやすい。／水のような飲み心地
／同じ百磐(赤)よりは飲みやすいが、アルコール感が強く、どちらかといえば飲みにくい。
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日本酒
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3

4

1

日本酒
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が当社のに対してどのようなҹを࣋つ
のかをௐ査した。アンέートにはϖアリンάに
関する項目も設け、今までとはҧうターήット
にリーチするためにはどのようなが効果的

かについてもݕ証した。アンέートを取りまと
めた上で報告書を当社にఏ出し、今後の開
発等のࡍにߟࢀとしてもらうこととした。

ᶅ　̗̠ಠ自支援
　経営改善支援は一ே一༦で効果をಘられるも
のではない。コロナ禍のӨڹはਙ大であり、当
社が経営改善に注力する間の金融໘の下支えが
必要とߟえ、当協会とϝイン金融機関で、日本
策金融公ݿの新型コロナ対策資本性ྼ後ローン

（以下、ʮ資本性ྼ後ローンʯという。）のಋ入を当
社へఏ案。ϝイン金融機関ओಋで資本性ྼ後ロー
ンಋ入に向けての事業計画策定支援を行った。
ϝイン金融機関による事業計画策定後、当協会、
ϝイン金融機関も同席し日本策金融公ݿへ
介をしたところ、同時ฒ行で取り組んでいる経
営改善の趣旨を理解いただき、案にࢸった。

ʢ̐ʣࣾͷܧଓࢧԉ
　当社に対しては令和４年度も専Ոݣ事業
を実施している。令和３年度のࢦಋをもとに

ϗーϜϖーδをリχϡーアルしたほか、日本ञ
をීஈҿまないをターήットにしたアル
コールラインʮՖ JTNʯを新ϒランυラインと
して立ち上げ、アイςϜの理を行った。令和
４年度は、令和３年度までに理したϒラン
υコンηプトをもとに、実ࡍにどのようにプロ
Ϟーγϣンを行い、ച上を֫ಘしていくかとい
う෦にয点を当てた専Ոݣを実施して
いる。期目ඪはʮඦ൬ʯ、ʮՖ JTNʯ྆ライン
の月ผച上目ඪを立てた。ຖ月の専Ոݣと
合わせてϞχタリンάを行い、協会・̗̠ಠ自
支援でできることを୳しながら支援をし
ている。当社としても、今後は県֎向けの営業
活動にも注力していくとのことであり、皆さま
も൬೫Ҫञ᷂の日本ञを見かけたら、ͥͻख
に取っていただけれいである。

ಛू　ΟζίϩφɺΞϑλʔίϩφʹ͚ͨ信用保証協会ͷଟ༷ͳऔΓΈ
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　ここまで、当協会が取り組んでいる経営・金
融支援についてご紹介させていただいた。当協
会の支援はまだまだ発展్上であり、課題も多
い。それでも、信用保証協会๏の一෦改正や新
型コロナ感染拡大を契機として信用保証協会に
められる役ׂも変わり続けており、今までとٻ
同じことをしているだけでは時代から取りさ
れてしまう。
　当協会では令和３ʙ５年の中期事業計画にお
けるج本方針をʮ中小企業本Ґʯ̫ ʮ自己変ֵʯ
とҐ置ͮけている。コロナ禍だけでなく %9 や
国ࡍ情勢の変化等、ෆ確実性が積み上がった時
代の中で、中小企業者等は次々とԡしدせる
題に対してਝ速、ॊೈに対応する自己変ֵ力が
必要だ。そして、支援を行う私たち信用保証協
会のࡏり方にも同༷に変ֵが必要である。֎෦
の変化がܹしい中、信用保証協会をどのよڥ
うな存ࡏにしていくかは我々、信用保証協会の
職員にかかっている。中小企業のためにԿをす
るきかを中小企業本Ґでߟえൈき、そのため
の自己変ֵができるか。そのいを自自へ
向けて、これからも支援に臨みたい。

ʲਤ̐ʳ൬೫Ҫञ᷂ͷ本ञ


